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総
額

総
額

歳入・歳出それぞれ1,705万2千円を追加し

108億4,531万2千円

●衆議院議員総選挙費 ･･････････････････････････････････760万1千円主な内容

主な内容 ●地域福祉拠点施設整備計画策定支援業務委託料
　（ふれあい福祉センターの再生計画）･･･････････････････ 160万円
●産地パワーアップ事業（いちご、茶 関連機械）･････480万1千円
●熊本県人事委員会勧告による一般職員の給料・
　勤勉手当の改定に伴う増額 ･･･････････････････････ 1,593万3千円

　　 平成29年度 補正予算（第６号）

　　 平成29年度 補正予算（第５号）専決処分した報告第5回
会　議

第6回
会　議

歳入・歳出それぞれ760万1千円を追加し

108億2,826万円

◆第５回会議 表決一覧（抜粋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名
議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

ヘルシーランド改修工事（建築工事
・機械設備工事）請負契約の締結に
ついて

○○○○○○○○○○○○○○○

◆第６回会議 表決一覧（抜粋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名
議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

あさぎり町農業委員会委員の定数条
例の制定について

あさぎり町出生祝い金支給条例の
一部を改正する条例の制定について

あさぎり町水道事業給水条例の一部
を改正する条例の制定について

○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

平成29年度あさぎり町上財産区特別
会計歳入歳出決算の認定について

○×○○○○○○○○○○○○○

「斉堂地区の百太郎溝に架かる橋と周辺
の早期改良」及び「町道環状線（永岡～
斉堂線）の早期改良」の要望について

○○○○○×○○○○○○○○○

「町道別府線の危険個所改良整備
要望書」について

○○○○○○○○○○○○○○○

　第５回会議が11月10日一日限りで開催され、議案２件、報告１件を審議し可決した。

　第６回会議が12月12日から15日までの４日間の日程で開催された。議案15件、認

定1件、請願1件、陳情2件、発議1件を審議しいずれも可決した。
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条例の制定条例の制定 及び  及び 改正改正条例の制定 及び 改正 抜粋

あさぎり町農業委員会委員の定数条例の制定について

　あさぎり町農業委員の定数は、26人とするため条例の制定をするもの。

議案第 33 号

あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について

　平成30年４月１日より、超過料金を135円/㎥に改定するための本条例の一部を改正す
るもの。

議案第 40 号

請  願  書

陳  情  書

意  見  書

請願第９号　「あさぎり町防災対策基本条例の制定について」の請願について

　熊本地震が発生し、災害が身近な問題であるということを再認識し、町と町民等

との役割分担、基本理念を条例化することで町民が安心して暮らすことのできる災

害に強い地域社会を築き上げることが目的。

審議し討論の結果「採択」と可決決定した。

陳情第３号　「斉堂地区（岡原南）の百太郎溝にかかる橋と周辺の早期改良」及び「町道環状線の

　早期改良」の要望について

　橋梁の幅員確保については費用対効果に鑑み、離合可能な範囲で架け替えること

で採択し、他については、緊急性等比較検討の結果不採択とした。

陳情第６号　「町道別府線（上北神殿原百太郎溝沿い）の危険個所改良整備要望書」について

　交通事故防止のための幅員確保、安全施設設置等の対策を講じる必要があるとし

て、採択とした。

発議４号　　道路整備事業予算の総額確保に関する意見書について

　道路は、地域の発展や経済社会活動を支える最も重要な社会基盤であるとともに、

国土の防災・減災に寄与するものであり、本町においても道路整備は不可欠である

ので「地方創生」へ影響が生じることから引き続き、現行制度の継続を強く要望す

るものである。

いずれも

あさぎり町出生祝い金支給条例の一部を改正する条例の制定について

　受給資格要件を見直し、「６箇月」を「１年」に改めるための条例の一部を改正するもの。

議案第 37 号
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永
井
　

平
成
30

年
度
、
国
か
ら
の
米
の

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
な
く
な
る
。

町
長
と
し
て
、
ま
た
農
業
再
生
協
議
会

の
会
長
と
し
て
こ
の
事
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長
　

日
本
の
農
業
の
大
き
な
変
換
点

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
水
田
は
地
方
の

農
村
の
景
観
や
生
態
系
の
維
持
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
今
回
の
米
政
策
の
変

化
に
よ
っ
て
水
田
の
持
つ

様
々
な
機
能
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
状
況
を
見
な
が

ら
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

永
井
　

国
は
平
成
30
年
度
も

生
産
数
量
目
標
を
７
３
５
万

市
岡
　

年
々
変
化
す
る
環
境
の
中
で
、

今
後
消
防
団
は
も
と
よ
り
、
女
性
消

防
隊
及
び
機
能
別
分
団
の
活
動
が
さ

ら
に
重
要
視
さ
れ
る
が
、
今
後
の
啓

発
・
育
成
・
維
持
に
ど
う
取
り
組
み
、

努
め
て
い
く
の
か
問
う
。

町
長
　

女
性
消
防
隊
は
結
成
か
ら
５

年
が
経
ち
期
待
以
上
の
活
動
を
し
て

頂
い
て
い
る
。

総
務
課
長
　

現
在
の
隊
員
は
19
名
、

火
災
予
防
週
間
、
年
末
特
別
警
戒
等

消
防
団
と
共
に
巡
回
広
報
活
動
、
ま

た
保
育
園
な
ど
で
も
、
紙
芝
居
等
を

使
っ
て
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
女
性
消
防
隊

の
役
割
を
ど
う
担
う
か
協
議
、
意
見

交
換
、
情
報
収
集
を
し
、
目
的
達
成

を
目
指
し
模
索
し
て
い
く
。

永井　英治 議員

市岡　貴純 議員

ト
ン
と
し
て
い
る
。
国
か
ら
の
配
分
は

な
く
な
る
が
、
生
産
数
量
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
町
と
し
て
は
ど
う
い
う

関
わ
り
方
を
す
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　

熊
本
県
で
は
、
県
農

業
再
生
協
議
会
の
中
で
生
産
目
標
に
代

わ
る
目
安
を
示
す
事
と
な
る
。
県
内
の

市
町
村
で
も
こ
れ
ま
で
の
数
量
割
り
当

て
に
つ
い
て
は
大
き
く
変
わ
る
事
は
な

い
と
考
え
る
が
、
各
農
家
へ
の
拘
束
力

は
弱
く
な
る
と
思
う
の
で
生
産
数
量
の

目
安
を
町
の
再
生
協
議
会
で
は
か
り
、

農
家
に
は
農
政
座
談
会
等
で
説
明
を
し

て
状
況
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

大
転
換
の
米
政
策
へ
の
対
応
は

町
長
　

機
能
別
団
員
に
お
い
て
も
、

火
災
時
の
初
期
消
火
、
後
方
支
援
等

の
活
動
を
し
て
頂
き
非
常
に
大
事
な

役
割
を
持
つ
。
今
後
よ
り
一
層
機
能

別
団
員
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
な

が
ら
、
人
員
の
増
加
を
目
指
し
て
取

り
組
む
。

総
務
課
長
　

区
長
を
初
め
と
し
た
地

域
の
方
々
に
機
能
別
団
員
の
重
要
性

を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
必
要

な
団
員
を
確
保
す
る
為
の
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
く
。

女性消防隊及び機能別分団の今後の拡充は

問問

問問

今後も活躍が期待される女性消防隊

変わる米政策

一
般
質
問

　
　

責任においてそのまま掲載とします。掲載とします。

が登壇1414人14人
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線状降水帯による災害状況

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。

　　　※一般質問の文章については、質問者の

問問

町の防災に対する取組みは問問

豊
永
　

高
齢
や
低
所
得
の
加

入
者
が
多
い
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
の
運
営
を
今
年
４

月
、
市
区
町
村
か
ら
都
道
府

県
に
移
管
さ
れ
る
。
国
保
が

抱
え
る
構
造
的
な
課
題
と
し

て
、
年
齢
が
高
く
、
医
療
費

水
準
が
高
い
、
所
得
水
準
が

低
い
、
保
険
料
負
担
が
重
い

等
あ
る
が
、
制
度
改
革
の
２

本
柱
と
し
て
、
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
、

県
が
国
保
の
運
営
に
中
心
的
役
割
を
果

た
す
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
現
状
と
改
革

後
を
問
う
。

健
康
推
進
課
長
　

財
政
的
な
面
か
ら

は
、
県
が
標
準
保
険
料
率
を
示
す
が
、

保
険
税
の
率
を
定
め
る
の
は
最
終
的
に

市
町
村
。
被
保
険
者
に
対
し
て
賦
課
し

小
出
　

町
の
防
災
訓
練
が
あ
り
今
年

も
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
地
震
を
想
定

し
た
訓
練
が
、
約
４
５
０
０
人
の
参

加
で
行
わ
れ
た
。
７
月
に
は
、
福
岡
・

大
分
で
九
州
北
部
豪
雨
と
い
う
短
時

間
に
記
録
的
な
大
雨
の
災
害
も
発
生

し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
地
震
だ

け
で
な
く
、
一
度
専
門
家
の
方
に
土

質
と
か
、
そ
の
地
域
の
状
況
等
、
町

内
を
調
査
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基

づ
き
あ
さ
ぎ
り
町
の
地
域
防
災
計
画

書
の
土
砂
災
害
予
防
計
画
書
の
見
直

し
と
か
、
大
雨
を
想
定
と
し
た
訓
練

等
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　

九
州
北
部
豪
雨
は
、
線

状
降
水
帯
に
よ
る
も
の
で
、
ど
こ
で

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
今
年

度
の
防
災
計
画
の
中
の
避
難
訓
練
、

豊永　喜一 議員

小出　高明 議員

て
保
険
税
を
徴
収
す
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。
医
療
費
の
給
付
も
市
町
村
が
行

う
。
健
康
づ
く
り
事
業
と
か
の
保
健
事

業
、
健
診
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

と
か
市
町
村
が
や
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。

豊
永
　

保
険
料
を
下
げ
る
為
の
対
策
は
。

副
町
長
　

ま
だ
具
体
的
に
示
せ
な
い

が
、
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
た
ら
、

基
金
の
５
億
円
を
含
め
て
保
険
料
の
調

整
に
充
て
る
等
、
検
討
し
て
い
く
の
も

一
つ
の
方
法
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
変
わ
る
コ
メ
対
策
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
後
は

避
難
を
呼
び
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う
。

小
出
　

人
命
が
一
番
大
切
だ
と
思

う
。
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
災

害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
行
政
、
ま

た
、
町
民
の
方
一
人
一
人
の
今
以
上

の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

町
長
　

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
現

実
的
な
避
難
訓
練
等
も
や
っ
て
い
く

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
町
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

一
般
質
問
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問問
加
賀
山
　

町
内
で
も
花
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
が
、
南
稜
高
校

と
の
コ
ラ
ボ
で
生
徒
さ
ん
達
に
苗
づ
く

り
の
先
生
を
お
願
い
し
て
地
域
の
方
と

交
流
を
図
っ
た
り
、
地
域
の
子
供
た
ち

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
　

公
共
施
設
、
花
だ
ん

の
苗
は
育
苗
ハ
ウ
ス
で
作
っ
て
い
る

が
、
更
に
良
い
花
づ
く
り
と
い
う
上
で

は
、
今
後
学
校
と
も
協
議
を
進
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
賀
山
　

あ
さ
ぎ
り
町
地
域
活
性
化
交

付
金
事
業
の
概
要
に
「
環
境
美
化
」
の

文
言
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン

ス
で
は
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮
し
た
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
（
茶
色
）
等
の
検
討
は
出

来
な
い
か
。

皆
越
　

県
内
に
お
い
て
子
ど
も
民
生
委
員
と

名
づ
け
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
、
委

嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
学
校
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
方
と
連
携
を

図
り
、
活
動
さ
れ
て
い
る
状
況
を
知
り
、
本

町
で
も
是
非
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
把
握

さ
れ
て
お
ら
れ
る
現
状
を
問
う
。

生
活
福
祉
課
長
　

県
内
で
は
、
熊
本
市
・
天

草
市
・
産
山
村
で
、
小
学
校
の
教
育
総
合
学

習
の
中
で
、
民
生
委
員
の
活
動
を
学
習
さ
れ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
天
草
で
は
社
協
が
主

体
と
な
り
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

教
育
課
長
　

各
学
校
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

方
々
と
の
交
流
は
あ
っ
て
い
る
が
、
民
生
委

員
さ
ん
を
交
え
て
の
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

皆
越
　

天
草
市
子
ど
も
民
生
委
員
委
嘱
状
の

加賀山 瑞津子 議員

皆越　てる子 議員

住民協働で花いっぱい運動への取組みは

建
設
林
業
課
長
　

景
観
対
応
色
の
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
も
従
来
の
白
色
と
金
額
的
に

は
余
り
変
わ
ら
な
い
。
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
て
設
置
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
今
後
出
来
る
よ
う
な
方
向
で
進
め
た

い
。

町
長
　

こ
の
交
付
金
の
意
味
は
大
き
い

と
思
っ
て
い
る
。
役
場
職
員
も
一
緒
に

な
っ
て
地
域
に
と
け
こ
ん
で
い
く
こ
と

の
目
的
も
あ
る
。
花
を
地
区
で
植
え
る

こ
と
は
大
事
な
ソ
フ
ト
の
取
り
組
み

だ
。
ぜ
ひ
や
っ
て
い
き
た
い
。

交
付
状
況
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
・
花
苗
配
布
・

民
生
委
員
さ
ん
と
の
マ
ッ
プ
作
り
・
天
草
市

子
ど
も
民
生
委
員
信
条
の
朗
読
・
く
ま
モ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
缶
バ

ッ
ジ
等
取
り
組
み

が
あ
る
が
。

町
長
　

子
ど
も
の

時
期
か
ら
、
人
と

人
と
の
交
流
を
培

う
大
事
な
取
り
組

み
で
、
民
生
委
員

さ
ん
の
理
解
を

得
、
教
育
委
員
会

と
の
連
携
を
図

り
、
充
分
議
論
し

方
向
性
を
考
え
て

い
く
。

一
般
質
問

子
ど
も
民
生
委
員
設
置
の
考
え
は

問問

永年続く花づくり活動（内山地区）
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問問避難所の電力確保等の整備は

橋
本
　

人
口
減
少
が
進
み
空
き
家
は
約
５
０

０
件
近
く
あ
り
、
景
観
・
治
安
衛
生
・
防
災

な
ど
不
利
益
を
起
こ
す
の
で
、
対
策
が
必
要

だ
。
空
き
家
所
有
者
の
意
識
が
最
も
重
要
で
、

遠
方
に
住
ん
で
い
る
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、

集
落
や
区
単
位
で
空
き
家
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
魅
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。

町
長
　

空
き
家
は
今
後
も
増
え
て
い
く
状
況

で
あ
り
、
人
が
住
ま
な
く
傷
ん
だ
建
物
は
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
大

事
な
取
り
組
み
だ
。

橋
本
　

空
き
家
の
中
に
は
、
小
規
模
修
繕
で

使
用
で
き
る
建
物
や
石
蔵
・
古
民
家
な
ど
の

魅
力
あ
る
建
物
も
あ
り
、
賑
わ
い
の
創
出
や

地
域
の
絆
の
再
生
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
手
軽
に
利
用
し
、
人
と
人
と
の
交
流
が

生
ま
れ
る
。
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
。

奥
田
　

避
難
所
の
建
物
も
し
く
は
敷
地

内
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
災
害
時

で
も
停
電
し
な
い
対
策
は
と
れ
な
い

か
。
先
ほ
ど
、
発
電
機
の
設
置
を
伺
っ

た
が
、
駐
車
場
の
街
灯
も
あ
る
が
、
太

陽
光
発
電
を
備
え
た
街
灯
も
あ
る
と
思

う
。
価
格
の
面
で
は
か
な
り
高
価
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
例
え
ば
太
陽
光
発

電
を
避
難
場
所
の
設
置
し
て
、
そ
れ
で

街
灯
ま
で
賄
う
よ
う
な
対
策
は
で
き
な

い
か
伺
う
。

総
務
課
長
　

発
電
機
に
つ
い
て
は
年
次

計
画
で
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
あ
わ
せ

て
、
電
力
、
電
源
の
確
保
は
重
要
な
課

題
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
の
で
、
ほ

か
に
も
リ
ー
ス
会
社
の
提
携
で
あ
っ
た

り
、
町
内
建
設
業
者
の
方
と
の
協
定
締

結
、
ま
た
は
自
治
体
間
の
広
域
協
定

等
々
も
考
え
て
い
き
た
い
。
既
に
協
定

橋本　誠 議員

奥田　公人 議員

地
域
住
民
に
役
立
つ
視
点
に
た
っ
て
の
活
用

策
は
。

商
工
観
光
課
長
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
、

個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
や
移
住
者
に

移
住
奨
励
金
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
、
空
き
家
の

活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

町
長
　

町
の
活
力
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
空

き
家
活
用
を
検
討
し
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
県
営
清
願
寺
ダ
ム
の
小
水
力
発
電
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

避難場所に指定されている「もみじ館」

一
般
質
問

問問
空
き
家
活
用
に
よ
る
地
区
の
再
生
は

も
結
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
。
今
後
、

質
問
の
太
陽
光
を
利
用
し
た
電
源
の
確

保
に
つ
い
て
は
発
電
機
の
ほ
う
で
ま
ず

は
考
え
て
い
る
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

太
陽
光
の
パ
ネ
ル
が
設
置
し
て
あ
り
、

そ
れ
を
災
害
時
の
電
力
に
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
証
し
て
い

く
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空き家バンクに登録された物件
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一
般
質
問

問問
難
波
　

愛
す
る
家
族
や
先
祖
代
々
受
け

継
い
で
き
た
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
国

土
の
安
寧
を
祈
り
散
華
さ
れ
た
方
々
の

思
い
を
ど
の
よ
う
な
平
和
教
育
で
伝
え

て
い
く
の
か
。

教
育
課
長
　

小
学
校
で
は
被
爆
地
の
長

崎
に
修
学
旅
行
、
中
学
校
で
は
国
語
や

社
会
の
授
業
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

難
波
　

５
地
区
の
戦
没
者
遺
族
会
の
状

況
は
。

生
活
福
祉
課
長
　

地
区
合
計
３
４
４

名
。
慰
霊
碑
の
清
掃
や
研
修
な
ど
実
績

報
告
が
出
て
い
る
。

難
波
　

各
地
区
に
点
在
し
て
い
る
慰
霊

碑
が
劣
化
し
て
い
る
。
高
齢
化
し
た
遺

族
会
の
現
状
を
考
慮
し
て
１
カ
所
に
集

合
さ
せ
る
こ
と
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

徳
永
　

民
間
の
方
が
資
金
を
提
供
し
町
づ
く

り
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
会
社
に
依
頼
を

し
、
町
に
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
、
五
十
数
名
の
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
、
意
見
の
集
約
を
図
り
町
に

提
案
が
さ
れ
た
。
町
長
は
提
案
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
今
後
の
町
づ
く
り
に
活
用
さ
れ

る
の
か
、
感
想
と
合
わ
せ
て
伺
い
た
い
。

町
長
　

本
町
出
身
の
方
が
、
こ
う
い
う
形
で

町
に
元
気
の
出
る
応
援
を
し
て
頂
く
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
気
持
ち
を
大
事
に
し

っ
か
り
受
け
止
め
た
い
。

徳
永
　

提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
く
ま
川
鉄

道
沿
線
を
活
か
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
お
か
ど
め
幸
福
駅
に
つ
い
て
は
、
観

光
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
場
所
だ
と
思
う
。

指
定
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
募
集
方

難波　文美 議員

徳永　正道 議員

平和教育を更に充実させる取組みは

だ
。
戦
没
者
の
遺
品
を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
保
存
展
示
す
る
取
り
組
み
は
。

教
育
課
長
　

遺
品
の
収
集
規
模
が
わ
か

ら
な
い
の
で
検
討
が
必
要
。

難
波
　

『
教
育
は
世
の
中
を
変
え
る
た

め
に
使
え
る
最
強
の
武
器
で
あ
る
』
遺

族
会
と
話
し
合
い
、
国
を
守
る
本
質
や

道
徳
心
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
民
具
や

遺
品
な
ど
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
時
代
の

流
れ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　

映
像
や
動
画
も
子
供
の
教
育
に

十
分
資
す
る
一
つ
の
考
え
だ
と
思
う
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
新
設
南
稜
高
校
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

法
と
し
て
、
全
国
に
ネ
ッ
ト
発
信
を
し
て
、

専
門
的
に
取
り
組
め
る
指
定
管
理
の
仕
組
み

を
提
案
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
募

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

徳
永
　

フ
ッ
ト
パ
ス
に
つ
い
て
も
散
策
す
る

人
へ
の
周
辺
環
境
整
備
も
必
要
で
は
な
い

か
。

農
業
振
興
課
長
　

多
面
的
事
業
で
考
え
た

い
。

民間の声を町へ

民
間
か
ら
町
づ
く
り
提
案
へ
の

取
り
組
み
は

問問

清掃に手がかかる落ち葉

老朽化した忠霊塔
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「タイムライン」の研修

問問仮称「集落活動センター」設置の構想は

森
岡
　

平
常
時
か
ら
の
、
災
害
時
の
情
報
収

集
伝
達
避
難
や
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、

防
災
資
機
材
の
備
蓄
や
、
大
規
模
災
害
時
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
す
る
こ
と
は
大
切
で

あ
る
が
、
各
地
区
の
防
災
組
織
の
機
能
強
化

と
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
急
務
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
本
町
も
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
防
災
士
資
格
取
得
に
対
し
て
、

助
成
制
度
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長
　

自
主
防
災
組
織
の
体
制
整
備
と
、
組

織
を
担
う
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
り
、
そ

の
重
要
性
は
本
当
に
認
識
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　

町
に
現
在
９
名
の
防
災
士
が
い

る
。
今
後
、
防
災
士
を
地
域
防
災
組
織
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
、
町
の
防
災
施
策
の
コ
ー
デ
ィ

小
見
田
　

担
い
手
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
か
ら
く

る
農
業
生
産
額
は
も
と
よ

り
、
集
落
機
能
の
低
下
へ

の
対
応
策
と
集
落
営
農
の

法
人
化
や
、
産
業
・
生
活

イ
ン
フ
ラ
保
全
に
関
す
る

事
業
、
ま
た
地
域
活
性
化

交
付
金
事
業
も
同
一
の
も

の
と
捉
え
て
い
る
。
財
源
の
効
率
化
の

た
め
に
も
、
全
庁
的
取
り
組
み
と
し
て

の
構
想
を
練
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
全

国
的
先
進
事
例
と
し
て
地
域
運
営
組
織

（
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
）
設
置
に
よ
る

集
落
機
能
強
化
事
業
が
増
え
て
き
て
い

る
。
今
後
の
集
落
営
農
の
あ
り
方
と
集

落
機
能
強
化
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

農
業
振
興
課
長
　

集
落
営
農
の
法
人
化

森岡　勉 議員

小見田　和行 議員

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
担
っ
て
頂
く
体
制
作
り
を

検
討
し
て
お
り
、
防
災
士
養
成
へ
の
支
援
に

つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
地
域
の
継
続
的
発
展
の
た
め
の
文
化
財
の

保
存
活
用
に
つ
い
て

一
般
質
問

問問
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

防
災
士
の
養
成
は

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
町
内
に

は
優
良
な
農
家
も
多
く
、
押
し
迫
っ
た

も
の
と
し
て
の
認
識
が
薄
い
の
で
、
ま

ず
は
農
家
の
本
音
を
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
と
思
っ
て
い
る
。

町
長
　

現
在
、
集
落
営
農
の
み
で
は
難

し
い
の
で
、
集
落
機
能
的
組
織
も
長
期

的
に
取
り
組
む
価
値
を
感
じ
る
。

小
見
田
　

集
落
を
担
う
人
づ
く
り
が
何

よ
り
大
切
と
考
え
る
が
、
人
材
育
成
策

は
。

町
長
　

子
供
達
が
地
元
に
残
る
た
め
、

各
教
育
機
関
と
も
連
携
し
て
「
地
域
で

も
頑
張
る
」
と
い
っ
た
「
土
壌
」
を
創

っ
て
い
き
た
い
。

大雨から集落を守ろう
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一
般
質
問

問問
久
保
　

人
口
減
少
が
著
し
い
地
方
で
は
不

動
産
が
価
値
の
な
い
も
の
と
認
識
さ
れ
は

じ
め
た
た
め
我
が
町
で
も
寄
附
の
申
し
出

が
多
い
と
聞
く
が
。

総
務
課
長
　

年
々
増
加
の
傾
向
で
あ
る
が

町
の
基
本
方
針
と
し
て
利
活
用
で
き
な
い

土
地
・
建
物
等
は
維
持
管
理
経
費
が
増
大

す
る
こ
と
か
ら
断
っ
て
い
る
。
受
け
る
場

合
は
条
例
・
規
則
等
の
規
定
は
な
い
の
で

町
長
と
の
協
議
で
決
定
を
し
て
い
る
。

久
保
　

時
の
町
長
と
非
常
に
近
い
方
が
利

溝
口
　

合
併
し
て
15
年
に
な
る
。
ど
れ
ほ
ど

の
町
民
が
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
か
。
旧
町
村
ご
と
に
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の

か
等
の
検
証
を
実
施
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
ー

を
基
に
10
年
後
20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
考

え
る
が
、
検
証
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　

検
証
し
そ
の
デ
ー
タ
ー
を
見
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施

す
る
の
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

溝
口
　

地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

町
長
　

地
域
に
職
員
を
配
置
し
て
、
地
域
活

性
化
交
付
金
を
活
用
し
皆
で
自
分
の
地
域
が

活
性
化
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

久保　尚人 議員

溝口　峰男 議員

不動産にかかわる諸問題は

用
価
値
の
な
い
土
地
を
町
に
押
し
つ
け
る

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な

誤
っ
た
判
断
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
公
共

的
な
利
用
価
値
を
確
か
め
る
た
め
に
も
あ

さ
ぎ
り
町
公
有
財
産
利
活
用
審
議
会
へ
の

諮
問
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
今
後
は
、
売
買
、
寄
附
、
賃
貸
借
も

含
め
た
と
こ
ろ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

得
で
き
る
公
正
な
開
か
れ
た
手
続
で
進
め

て
い
く
べ
き
。

総
務
課
長
　

今
後
は
利
活
用
が
見
込
め
る

も
の
は
審
議
会
に
諮
問
し
、
目
的
、
理

由
、
効
果
等
を
審
議
答
申
い
た
だ
く
も
の

と
考
え
る
。
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
賃
貸

借
の
目
的
、
内
容
に
よ
っ
て
、
審
議
会
に

は
か
る
べ
き
事
案
か
を
判
断
し
て
い
き
た

い
。

溝
口
　

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
が
で
き
な
い

か
。

町
長
　

来
年
度
、
増
員
を
検
討
し
た
い
。

溝
口
　

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
裏
に
架
か
る
吊
り
橋
（
石
田
橋
）
の

修
理
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　

修
理
す
る
方
向
で
進
め
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

○
若
者
交
流
の
場
と
し
て
、
ポ
ッ
プ
コ
ン
シ

　

ア
タ
ー
（
映
画
館
）
開
設
の
為
の
研
究
を
！通行止め解除が待たれる吊り橋（石田橋）

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

等
の
検
証
を

問問

あさぎり町公有財産利活用審議会条例（抜粋）
 (設置)

第１条　町長の諮問に応じ、公有財産(立木を

除く不動産に限る。)の効率的な運用を図る

ため、財産の取得、管理及び処分に関する基

本方針その他公有財産に関する重要事項(以

下「公有財産の利活用」という。）について

審議することを目的として、あさぎり町公有

財産利活用審議会(以下「審議会」という。）

を置く。

(諮問及び答申)

第２条　町長は、公有財産の利活用に関し、次

の各号に掲げる事項について審議会の意見を

聴くものとする。

(１)　公有財産の取得、管理及び処分に関する

基本方針

(２)　１件につき価額７００万円を超える不動

産の買入れ又は売払いに関する事項

(３)　１件につき価額７００万円を超える不動

産の買入れ又は売り払う場合の対価の評価に

関する事項

(４)　その他町長が必要と認める事項

２　審議会は、町長の諮問に応じ、公有財産の

利活用について調査審議し答申するものとす

る。



健康で和やかな年でありますよう
あさぎり町議会議長　山口　和幸

年頭にあたり決意を新たにするあさぎり町議会議員

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
議

会
活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
線
状
降
水
帯
が
形
成
さ

れ
、
同
じ
場
所
に
猛
烈
な
雨
を
継
続

し
て
降
ら
せ
、
短
時
間
記
録
的
大
雨

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
７

月
の
九
州
北
部
豪
雨
は
甚
大
な
る
大

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
で

も
体
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
然
災

害
の
怖
さ
・
悲
惨
さ
を
更
に
改
め
て

感
じ
て
お
り
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
祈
り
つ
つ
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
を
早
急
に
進
め

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的

か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
広

く
担
う
も
の
と
す
る
地
方
自
治
法
が

施
行
さ
れ
て
70

周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
地
域
の
発
展
な
く
し
て
、
国
の

発
展
は
な
し
の
政
府
の
方
針
を
受

け
、
全
国
の
自
治
体
は
創
意
工
夫
を

生
か
し
た
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
地
方

版
総
合
戦
略
等
に
よ
り
、
地
方
創
生

に
本
格
的
な
事
業
展
開
を
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
地
域
住
民
の
代

表
と
し
て
、
決
意
を
新
た
に
、
そ
の

責
務
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
創

造
性
に
富
ん
だ
地
域
社
会
の
構
築

と
、
町
自
治
進
展
の
た
め
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
和
や
か
な
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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め
、
自
主
企
画
商
品
開
発
に
も
力
を
注
が

れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
も
豊
富
に
揃
っ
て

い
る
。
中
で
も
「
ミ
ネ
ラ
ル
Ｐ
Ｋ
」
と
い

う
肥
料
の
原
料
（
家
畜
糞
の
燃
焼
灰
）
の

仕
入
交
渉
に
も
、
組
合
長
自
ら
宮
崎
県
都

城
市
へ
直
接
足
を
運
ば
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

全
中
・
全
農
へ
の
依
存
率
を
下
げ
、
単

独
農
協
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
武
器

に
生
き
残
り
を
か
け
る
Ｊ
Ａ
た
け
ふ
。
全

国
的
に
は
Ｊ
Ａ
の
異
端
児
と
呼
ば
れ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
組
合
長
の
「
農
協
改
革
は

組
織
改
革
よ
り
意
識
改
革
で
あ
る
」
と
い

う
実
感
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
、
将
来
の
Ｊ

Ａ
の
あ
り
方
、
農
村
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
垣

間
見
た
気
が
し
た
。

○
尾
家
産
業
株
式
会
社
（
大
阪
府
）

　

あ
さ
ぎ
り
町
（
免
田
地
区
）
出
身
の
尾

家
亮
会
長
よ
り
、
創
業
70
周
年
を
迎
え
た

総
合
食
品
商
社
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら
の
食

に
関
係
す
る
業
界
に
つ
い
て
提
言
を
頂
い

た
。
国
内
46
都
道
府
県
に
拠
点
を
置
き
、

主
要
取
引
先
で
あ
る
全
国
展
開
外
食
チ
ェ

ー
ン
（
ホ
テ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
・
居
酒
屋
・
専
門
店
な
ど
）
に
対
応
を

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
菜
や
弁
当
、
社

員
食
堂
、
病
院
や
介
護
施
設
の
給
食
分
野

に
も
食
材
の
み
な
ら
ず
厨
房
用
品
の
提
供

な
ど
幅
広
い
事
業
展
開
を
さ
れ
環
境
と
健

康
に
特
化
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

価
格
面
、
品
質
面
、
機
能
面
で
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
「
食
」
の
提
供
を
す
る

こ
と
で
利
用
者
満
足
度
を
第
一
に
考
え
て

開
発
に
注
力
し
て
お
ら
れ
る
。
大
切
な
の

は
常
に
顧
客
目
線
の
仕
事
を
す
る
こ
と
だ

と
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
企

業
を
目
指
し
て
い
く
上
で
国
内
外
の
大
き

○
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
（
福
井
県
）

　

農
協
改
革
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
Ｊ
Ａ
た

け
ふ
は
、
将
来
の
農
業
・
農
村
の
諸
課
題

に
対
応
す
べ
く
、
自
ら
単
独
の
農
協
と
し

て
の
機
構
改
革
を
逸
早
く
平
成
25
年
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は

「
Ｊ
Ａ
の
原
点
・
各
事
業
部
門
の
完
全
黒

字
化
」
で
あ
り
、
米
の
生
産
流
通
販
売
改

革
・
事
業
所
再
編
・
事
業
体
制
の
見
直

し
・
経
済
事
業
の
子
会
社
へ
の
譲
渡
等
の

主
要
事
業
も
推
進
中
で
あ
る
。
中
で
も
特

筆
し
た
い
の
は
、
米
の
販
売
を
従
来
の
経

済
連
経
由
販
売
か
ら
直
接
販
売
を
実
施
。

海
外
市
場
へ
の
挑
戦
も
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
農
家
の
コ
ス
ト
低
減
に
寄
与
す
る
た
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説明する熊本県職員（大阪事務所）

福
井
県
・
⼤
阪
府
⾏
政
視
察
研
修
報
告

な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
不
易
流
行
の
精

神
で
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
「
変
え
て

い
く
も
の
」
を
選
別
す
る
セ
ン
ス
は
企
業

だ
け
で
は
な
く
行
政
の
場
で
も
十
分
に
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。
先
見
性
を
持
っ
た
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
挑
戦
を
続

け
、
長
い
間
上
場
企
業
の
勢
い
を
保
っ
て

き
た
先
駆
者
の
姿
勢
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大

き
い
。

○
熊
本
県
大
阪
事
務
所
（
大
阪
府
）

　

『
関
西
発
・
熊
本
の
創
造
的
復
興
に
向

け
た
取
組
み
』
と
銘
打
っ
て
、
大
手
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
２
階
に
熊
本
県
産
品

の
売
り
場
を
設
け
る
な
ど
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
た
。

平
成
29
年
９
月
25
・
26
・
27
日

尾家産業株式会社にて

ブランド米のキャラクター越前しきぶ姫



　議会基本条例に基づき議会の説明責任を果たすとともに、町民の意見を聴取し議会

運営の改善を図ろうと、毎年議会報告会・意見交換会を開催している。平成２３年度

から始めた報告会も今回で第８回である。以前は一般の町民の皆さんの参加が少なく、

いかにしたら多くの方に参加していただけるか議員全員で協議を重ねてきた。今回に

ついては委員会の通常の報告と合わせ、議会内部での永年の懸案事項である「議場移

転」また「議員定数・報酬」についても町民の意見をお聞かせ願うということで回覧

も行い、公共施設等にもビラを掲示した。厳寒の夜ながら４４名の参加があった事は

誠に感謝申し上げたい。

　今後は皆様のご意見を特別委員会

で精査し、その内容については次号

以降の「議会だより」等でお伝えし

たい。そして何よりも皆様の「声」

を町政に活かせるように努力する所

存である。

　今後とも「声」をお寄せください。
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永井委員長による総務文教常任委員会報告

　

第
６
回
会
議
（
12
月
会
議
）

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
く
ま
女
性
部

あ
さ
ぎ
り
支
部
の
皆
さ
ん
よ

り
、
秋
の
収
穫
の
感
謝
を
表
す

農
の
生
花
を
飾
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
商
工
会

女
性
部
の
皆
さ
ん
よ
り
、
き
れ

い
な
お
花
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

議場へきれいなお花を
　ありがとうございます

　１月25日午後７時からポッポー館において、全町民を対象に議会

報告会を開催
議会活性化特別委員会委員長　小見田　和行

議 会 報 告 会

ふ
る
さ
と
振
興
社
役
員

と
の
意
見
交
換
会

○
12
月
１
日
（
金
）

　

現
在
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
指
定

管
理
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
振
興

社
の
社
長
、
取
締
役
員
の
方
々

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
今

後
同
社
の
あ
り
方
を
進
め
る
上

で
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
全

役
員
の
総
意
と
し
て
存
続
と

し
、
今
後
の
計
画
等
の
意
見
を

伺
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

特
別
委
員
会
と
し
て
も
、
今
後

の
事
業
計
画
を
精
査
し
、
本
年

度
内
に
結
論
を
出
す
こ
と
と
し

た
。

ヘルシーランド及びふるさと振興社ヘルシーランド及びふるさと振興社
調査特別委員会調査特別委員会
ヘルシーランド及びふるさと振興社
調査特別委員会 ＜第７回開催＞＜第７回開催＞＜第７回開催＞
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本
町
で
も
、
こ
の
事
業
は
拡
大
さ
せ
る
べ

き
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
で
あ

る
。

○
11
月
29
日
（
水
）

交
通
安
全
推
進
会
議
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
調
査

　

事
業
主
体
が
県
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
町
と
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て
県
に
要

望
す
る
べ
き
と
の
意
見
。

　

付
託
案
件
「
あ
さ
ぎ
り
町
防
災
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
審
査
。

結
果
は
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
し
た
。

○
11
月
14
日
（
火
）

長
崎
県
壱
岐
市
議
会
に
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
に
つ
い
て
の
研
修

　

平
成
27
年
11
月
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び

文
書
共
有
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
行
政
事

務
の
効
率
化
、
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
及
び
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。

　

研
修
後
、
11
月
29
日
の
本
委
員
会
に
お

い
て
、
「
本
町
議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
す
る
べ
き
」
と
の
結
論
に
い
た
っ
た
。

○
11
月
15
日
（
水
）

福
岡
県
八
女
市
に
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て
の
研
修

　

八
女
市
協
力
隊
員
７
名
は
、
観
光
振

興
・
移
住
体
験
施
設
の
立
ち
上
げ
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
企
画
・
さ
ら
に
は
林
業
の
担
い

手
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

隊
員
を
卒
業
さ
れ
た
６
名
の
う
ち
５
名
が

市
内
に
定
住
ま
た
は
市
内
で
事
業
を
展
開

さ
れ
て
い
る
。

建
設
・
経
済
常
任
委
員
会

○
10
月
４
日
（
水
）

お
か
ど
め
幸
福
駅
売
店
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
他
１
件

○
11
月
１
日
（
水
）

農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て
他
３
件

○
11
月
６
日
（
月
）
～
８
日
（
水
）

委
員
会
視
察
研
修

　

今
回
、
町
の
中
心
地
で
あ
る
駅
前
開
発

の
一
つ
で
あ
る
賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
の

先
進
地
事
例
を
視
察
研
修
し
た
。
ま
ず
、

民
設
民
営
と
し
て
山
口
県
萩
市
の
道
の
駅

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
は
国
交
省
の
「
全
国

モ
デ
ル
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、
年
間
約
10
億
円

を
売
上
げ
て
い
る
。
事
業
主
体
は
、
13
事

業
所
の
協
同
組
合
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

徹
底
、
地
域
へ
の
貢
献
を
モ
ッ
ト
ー
に
実

践
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
芦
屋
町
の
ス
ー
パ
ー
「
は
ま
ゆ

う
」
は
、
数
回
の
公
募
の
末
設
置
さ
れ
た

公
設
民
営
の
ス
ー
パ
ー
で
、
後
継
者
不
足

等
で
中
心
部
の
空
洞
化
、
買
物
弱
者
対
策

と
し
て
町
が
主
導
し
て
進
め
ら
れ
た
。
建

設
費
用
は
、
事
業
者
が
15
年
間
で
償
還
す

る
も
の
で
、
巡
回
バ
ス
の
運
行
も
社
協
に

委
託
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
地
の
朝
倉
市
の
復
旧
復
興
の
状
況
を
視

察
し
た
。
中
山
間
部
の
中
小
河
川
沿
い
の

被
災
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
想
像
を

絶
す
る
大
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
私
達
の
あ
さ
ぎ
り
町
で
も
、

い
つ
・
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

我
々
は
、
大
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認

識
す
る
機
会
で
あ
っ
た
。

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

九州北部豪雨災害の状況（朝倉市）

八女市役所にて



再
編
等
に
係
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

　

あ
さ
ぎ
り
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

施
設
の
今
後
の
方
針
に
基
づ
き
、
事
業
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
あ
さ
ぎ

り
町
温
泉
施
設
再
編
に
係
る
検
討
作
業
部

会
に
お
い
て
、
岡
原
地
域
か
ら
の
意
見
を

聴
取
す
る
。

○
11
月
29
日
（
水
）

あ
さ
ぎ
り
町
出
生
祝
い
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
要
件
に
つ
い
て
出
生
児
の
養

育
者
は
、
出
産
日
に
お
い
て
あ
さ
ぎ
り
町

に
住
所
を
有
す
る
者
と
し
、
祝
い
金
支
給

申
請
に
つ
い
て
は
、
出
産
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
と
す
る
。

○
10
月
２
日
（
月
）

第
５
期
あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
計
画
及
び
第
一

期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
は
第
４
期
障
が
い
者
福
祉

計
画
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
中
に
第
５
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
（
Ｈ

30

～
32

年
度
）
、
第
一
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
（
Ｈ
30
～
32
年
度
）
を
策
定
す
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

改
革
の
２
本
柱
と
し
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
①
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
、
②
県
が

国
保
の
運
営
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す

（
国
保
の
財
政
運
営
責
任
等
の
都
道
府
県

移
行
）
改
革
後
は
、
県
が
財
政
運
営
等
の

中
心
的
役
割
を
担
う
。

○
10
月
３
日
（
火
）

あ
さ
ぎ
り
町
温
泉
施
設
再
編
に
伴
う
視
察

研
修

＊
大
野
温
泉
セ
ン
タ
ー

＊
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

○
10
月
31
日
（
火
）

あ
さ
ぎ
り
町
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

厚
生
常
任
委
員
会

平成 30 年２月発行
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浴室を改修したフィットネスセンター（甲佐町）

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

○
12
月
４
日
（
月
）

　

第
５
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例
改

正
６
件
、
補
正
予
算
２
件
、
議
員
発
議
１

件
を
可
決
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、
将

来
の
地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
ス
タ
ッ
フ

確
保
の
た
め
公
立
病
院
に
勤
務
す
る
意
思

の
あ
る
医
療
技
術
員
等
に
貸
し
付
け
る
奨

学
金
給
付
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制

定
し
た
。
補
正
予
算
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟

開
設
に
係
る
器
械
備
品
購
入
費
と
人
事
異

動
、
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
等
に
つ
い

て
。
一
般
質
問
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
健
康
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
に
つ
い
て
愛
甲

開
設
者
協
議
会
長
に
考
え
を
質
し
た
。

○
12
月
４
日
（
月
）

　

第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
報
告
１

件
、
承
認
３
件
、
議
案
３
件
、
認
定
１
件

を
原
案
通
り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
平

成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
歳
入
総
額

５
億
４
，
０
８
６
万
２
千
円
、
歳
出
総
額

５
億
１
，
５
５
２
万
３
千
円
と
し
、
差
額

の
う
ち
９
６
２
万
円
を
基
金
繰
入
金
と
し

た
。
一
般
質
問
に
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
選
出

の
橋
本
誠
議
員
が
登
壇
し
、「
上
球
磨
消

防
組
合
管
内
の
消
防
力
強
化
」
に
つ
い
て

吉
瀬
組
合
長
に
考
え
を
質
し
た
。

○
11
月
24
日
（
金
）

　

第
４
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
３
件
の
平
成
28
年
度
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特

別
委
員
会
委
員
長
か
ら
審
議
結
果
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
認
定

さ
れ
た
。
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
他
５
件
に
つ
い
て
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
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☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。
　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

町町
民

町
民 声の 声声の

深田（庄屋）

武田　恵　さん

免田（下乙）

井上　幸生　さん

あさぎり町に来て思うこと

感謝の気持ちをかたちに

編
集
・
発
行
責
任
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議　

長　

山　

口　

和　

幸

委

員

長　

市　

岡　

貴　

純

副
委
員
長　

難　

波　

文　

美

委　
　

員　

徳　

永　

正　

道

小
見
田　

和　

行

森　

岡　
　
　

勉

橋　

本　
　
　

誠

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
方
に
議
員

一
同
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
犬
で
あ
り
ま
す
。
議
会

と
執
行
部
が
し
っ
か
り
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
の
宝
、
幸

福
の
宝
を
掘
り
当
て
る
べ
く
、
こ
こ
掘

れ
ワ
ン
ワ
ン
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。

広
報
委
員
一
同
、
今
年
も
読
み
易
い
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

梅
つ
ぼ
み
　

春
告
鳥
の
　

声
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
永
正
道
）

　新年を迎え日々御活躍頂いておられます議員の皆様には大変お世話

になります。昭和28年生まれ、今年65才となり、自分の人生を振り返

ってみますと、大阪、人吉、球磨村、人吉と仕事の関係にて過ごして

参りました。免田西に住んでおりますが、何一つ町に恩返ししていな

いことに大変申し訳なく思っております。何か少しでも役に立てれば

と思い、毎朝の子供達のバス停までの見守りを昨年の春より始めまし

た。中学、高校生の自転車通学も結構見かけます。自転車道の段差、

凸凹の所も有り、一つ間違えば重大事故に繋がります。何卒弱い立場

のご年配の方々や子供達に、やさしい町作りをお願いし、県内一番の

安全安心な町に私含めて取り組めればと思います。

　私は、人吉からこのあさぎり町に嫁いできました。３人の子供にも

恵まれ、長女は昨年小学一年生になりました。

　子育てをしている中で人吉にいる時には気づかなかったことをたく

さん知ることができました。

　まず一番最初に気づいたことは、人の優しさです。近所の人達も子

供達を一緒に見守り互いに成長を見届けてくれているおかげでとても

子育てがしやすいです。地区の婦人会にも誘っていただき、集まりの

時には先輩ママ達から色んなアドバイスや情報交換もでき、とても助

かっています。今年から家の仕事である葉タバコの生産を私も手伝う

ことになり、分からないこともあると思いますが自分なりに勉強しな

がら頑張っていこうと思います。

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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